
雲南市気づいて築く女性活躍推進事業 【雲南市】

地域の実情と課題 目的・目標

個別事業費 ４３９ 千円

交付金額 ２１９ 千円

事業番号 ①

少子高齢化と若者・女性の市外転出が顕著で、人口の社会増を
めざした施策を重点的に取り組んでいる。

これまで市男女共同参画計画に基づき家庭・地域・職場・学校に
おいて啓発事業を実施してきたが、職場に対しては不十分であ
り、小規模な事業所の多い雲南市の特性を活かした推進方法（
相手への共感・思いやりに基づいた職場環境改善を実施）を試
みる必要がある。

職場を重点に、家庭・地域・学校での啓発事業を体系的に実施し
男女共同参画社会の実現をめざす。
【主な実施事業】
●シンポジウム（キックオフイベント）
●女性活躍セミナー（経営者向け、従業員向け）
●職場環境改善に取り組む事業所支援
●地区懇談会
〇出前講座 〇男性の家事・育児促進事業 ※〇は対象外事業

・雲南市男女共同参画まちづくりネットワーク会議
構成団体：島根県男女共同参画サポーター、雲南市の女性の集
い、大東町の女性の集い、グランパinうんなん、関係団体、個人
・雲南市商工会 ・株式会社山陰合同銀行
・公財）しまね女性センター ・島根県 等

【シンポジウム】基調講演に対する参加者の理解度（0～10）は平均で7.5であっ
たことから、地方に若者・女性が定着するためにはジェンダーギャップの解消が
必要であることが概ね認識された。
【女性活躍セミナー】参加した経営者および従業員の双方が、長時間労働の削
減やワークライフバランスの実現、各種休暇を取得しやすい職場環境の重要性
について理解を深めた。こうした「働きやすさ」と「自分らしく働ける働きがい」の
確立が、若者や女性の就労を促進し、長期的な定着につながることを共通認識
として確認できた。（商工会役員＝理解度７．８、女性部＝「よく理解できた＋や
や理解できた」100％）。また、職場でのジェンダーギャップ解消のためには、経
営者層への意識啓発が有効と考える。

家庭、地域、職場、学校における啓発事業を引き続き体系的に実施し、
地域全体の男女共同参画意識の醸成に取り組むことが重要。
重点的に取り組んでいる職場（市内事業所）への男女共同参画及び女
性活躍推進事業では、商工会や商工振興部局に加え、政策企画部局と
の連携を強化する必要あり。また、法人会や同友会などの経済団体との
連携も検討する。
加えて、家庭・地域での男女共同参画や女性活躍推進については、想
定する対象者に事業へ参加してもらえるよう、内容やアプローチの仕方
に工夫が必要。

家庭・地域・職場・学校における啓発事業を体系的に実施しジェンダーギャップ
を解消し男女共同参画社会の実現をめざす。
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従業員向け 33社 165％

今後の課題事業の効果

事業の特徴

連携団体



女性活躍セミナー（経営者向け）

商工会研修会

日時 令和７年１０月２３日（木）
9：20～10:30

内容 演題
「ジェンダーギャップって何だろう」

－まちや企業が消えるかもしれない大問題-
講師 中貝宗治さん （豊岡アートアクション理事長）

人材の確保・定着が課題である市内事業所に対して、男女共
同参画・女性活躍推進の視点に立った職場環境の改善に取り
組むことの重要性を理解してもらうためセミナーを開催。講師か
ら、業務を標準化して残業を減らす取り組みが、結果として女
性管理職の増加につながったという事例が紹介され、職場環境
の改善が、女性のキャリアアップを後押しする有効な手段であ
ると、参加者に理解されました。

女性活躍セミナー（従業員向け）

うんなん働く女性の交流会

日時 令和８年２月１７日（火）14：30～17:00
内容 トークセッション・交流会
株式会社山陰合同銀行と市の共催に
より市内で働く女性の交流会を開催。
第１部では仕事と生活の両立や働き
やすい職場環境づくりについて、合銀
専務執行役員の吉岡佐和子さんとゲ
ストパネラーの３人によるトークセッ
ションを行い、第２部では女性限定で、
年代・業種もさまざまな参加者同士が
仕事の悩みや向き合い方など話し交
流を深めました。

事業の概要

男女共同参画シンポジウム

日時 令和８年２月２１日（土）
14：00～16：00

内容 演題 「介護と仕事の両立に向けて」
講師 寺本健太郎さん

（社会保険労務士）
人口の社会減が続く雲南市において、
女性や若者に選ばれる地域となるため
に、男女共同参画及び女性活躍推進の
視点から介護と仕事の両立をテーマに
シンポジウムを開催。ビジネス
ケアラーを地域社会全体で支える
体制や風土の醸成が住みやすさ
や働きやすさにつながることを参
加者で共有することができました。

全体 職場

男女共同参画地区懇談会

日時 令和８年２月２０日（金）18:00～19:00
内容 性別、年齢、障がいの有無などに関わらず多様なメン
バーが地域活動に参画できるよう家庭・地域にあふれている性
別によるアンコンシャスバイアスを考える懇談会を開催しました。
シールアンケートをとおし自身のアン
コンに気づき、参加者からは「人それ
ぞれの意見があってもよいというこ
とに気づいた」など、今後、多様なメ
ンバーが参画できる地域活動となる
ことを期待します。

地域 職場

職場を重点に、家庭・地域・学校での啓発事業を体系的に実施し男女共同参画社会の実現をめざします
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